
新
規

継
続

□ ■

■ □

■ □

□ ■

■ □

令和元年度 篠原地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
人口４０８００人、高齢化率は22％の地域です。古くから住民による支え合い意識が高く、子育て、障
がい、高齢者など福祉のまちづくりが進んでいます。今年度は第4期地区別計画策定を念頭に置きな
がら、住民の意見を聞きながら、以下について重点的に取り組みます。
・地域の活動団体同士が連携を深め、充実した活動を展開します。
・住民交流の活発な、いきいきとした地域づくりを行います。
・住民同士が顔の見える関係をつくり、地域で見守り支えあう風土づくりを進めます。

□ 今年度の重点的な取組

—具体的な取組内容－

地域情報の収集を目的に、篠原地区及び篠原南地区民生委員児童委員協議会との情報交換会を行う。（年４回）

自治会を対象とした住民支え合いMAP作成に向け、検討･協議の場を設ける。

「（仮）港北区篠原敬老パス活用ハンドブック」作成・発行に向けた支援を行う。

子育て支援事業（親子学級ふれんど、パパれん、しのはランド、らっこ）、高齢者支援事業（しのはら人生一服
亭）、障害児者支援事業（ともとも篠原）を実施する。

消費者被害防止の啓発活動として、各自治会のミニデイサービス等に出向き、消費者被害防止ミニ講座を実施す
る。
(各１回／年)

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り
民生委員児童委員協議会との情報交換会の開催や、各ミニデイサービス、老人会への出前講座等による活動支援の場
を活用し、地域情報の収集やニーズの把握に努め、「敬老パス活用ハンドブック」の発行予定です。その他に頂いた情報
や挙がった意見は今後、次年度事業の企画へ反映させていきます。
また、子育て、高齢者、障害児者の各支援事業に関しては、参加者数の増減は各々あるものの、全事業予定通りに実施
出来ています。参加者数の減少傾向にある事業については、当事者のニーズを把握する為にアンケートを実施するなど、
近隣の他地区の状況を含めて、内容の分析や再調査を行っていきます。

□ 区からのコメント
・「ひっとプラン港北」の推進においては、地域の取組について寄り添いながら支援を行い、地区の活動の推進や第３期計
画の振り返りに取組まれました。次年度は第４期ひっとプラン地区計画の策定が開始することもあり、引き続き地区支援に
取り組んでください。
・地域と積極的に関わりながら、情報収集やニーズ把握を行い、具体的な取組につなげています。今後も地域との信頼関
係の構築を進めニーズを捉え、5職種の強みを生かして、地域ケアプラザの様々な取組に発展できるよう期待しています。
また、超高齢社会の進展等に伴い、8050問題や生活困窮世帯の増加など、支援が困難なケースが増加しています。地域
の身近な福祉保健の拠点施設として、引き続き、個々の専門相談支援力の向上に努めてください。



１ 施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２ 指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

274 272 277 288 283 273 206 206 208 208 204 205
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

276 284 273 273 261 253 207 208 193 193 185 182

３ 通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

774 756 732 796 818 775 16 18 19 18 16 16
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

761 775 726 726 706 631 17 15 14 16 13 13

利用者
実績
（人）

【実施日数】 週7日(12/29～1/3を除く)

【提供時間】 10:15～15:20

【定員】 40名(第1号通所事業と合わせて)

【実施日数】 週7日(12/29～1/3を除く)

【提供時間】 10:15～15:20

【定員】 40名(通所介護と合わせて)

昼食、おやつ代 ￥750
10月より\800

昼食、おやつ代 ￥750
10月より\800

管理者1名(常勤兼務)、生活相談員6名(常勤兼務2名、非常勤職員4名)、
看護職員6名(非常勤兼務6名)、介護職員20名(常勤兼務2名、非常勤兼務
18名)、
機能訓練指導員6名(非常勤兼務6名)

管理者1名(常勤兼務)、生活相談員6名(常勤兼務2名、非常勤職員4名)、
看護職員6名(非常勤兼務6名)、介護職員20名(常勤兼務2名、非常勤兼務
18名)、
機能訓練指導員6名(非常勤兼務6名)

利用者
実績
（人）

通所介護 第１号通所事業

利用されるお一人おひとりを大切にし、その人らしく活き活きと健
やかに過ごせるようにサービスを提供します。ご家族に対して、介
護疲れをはじめ、介護技術や介護上の相談ができる、安心で身
近な窓口になります。

利用されるお一人おひとりを大切にし、その人らしく活き活きと健
やかに過ごせるようにサービスを提供します。ご家族に対して、介
護疲れをはじめ、介護技術や介護上の相談ができる、安心で身
近な窓口になります。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

適切なアセスメント及び自立支援に資するケアプランの作成、幅広い選択肢からの利用
サービスの選択の２つの視点について、情報提供や相談支援を通じて、委託先の居宅
介護事業所においても基本的な考え方が一致した介護予防ケアマネジメントを実施する
ことができている。

・利用者と家族の個別ニーズに対応し、自立支援に向けたケアプランを作成します。
・医療機関等との連携を更に密にし、円滑な居宅介護への支援を図ります。
・法令に定められたケアマネジメントプロセスを実践しているか事業所内で繰り返し確認
し、適正な事業運営を徹底していきます。

管理者1名(常勤兼務)、保健師等1名(常勤兼務)、主任ケアマネ
ジャー1名(常勤専従)、社会福祉士2名(常勤専従)、介護支援専門
員3名※Ｒ2年2月から2名(非常勤)

管理者1名(常勤兼務)、常勤1名、非常勤6名

・職員を適正に配置、欠員状況なし。
・一人ひとりの人材育成計画を作成し、課題やキャリ
アに応じたスキルアップを行った。
・新人育成リーダー制度による新人職員の丁寧な育
成指導を実施した。
・研修や会議を通じ、利用者への適正な事業者情報
の提供方法を確認し公正・中立性の対応を行った。

・事故事例やヒヤリハット事例の集計・分析等を行い、施設全体、
法人全体で共有、リスクマネジメントに取り組みました。
・職員には職員全体研修において個人情報保護に関する研修を
実施しました。また、朝夕のミーティングの際に業務前後のチェッ
クリストに基づき、個人情報の適正な取り扱いを確認しました。

平成31年度篠原地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・職員配置基準に準拠した適正な職員配置を
行うとともに、一人ひとりの経験や課題に応じた
人材育成を図ります。
・利用者、事業者を問わず、公正・中立性を確
保します。

・各部門の代表職員で構成された「リスクマネジメント委員会」を定期的に開
催し、事故事例やヒヤリハット事例の集計・分析等を行い、施設全体で「リス
クマネジメント」に取り組みます。
・「横浜市個人情報の保護に関する条例」及び「社会福祉法人横浜市社会
福祉協議会の保有する個人情報の保護に関する規程」に基づき、個人情報
の保護に努めます。また、職員には法人内及び施設において個人情報保護
に関する研修を実施、朝夕のミーティングの際に業務前後のチェックリストに
基づき、個人情報の適正な取り扱いを職員が意識できるように確認します。









(4)自主事業計画書・報告書（様式４）.xlsx

篠原地域ケアプラザ

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

1 親子学級ふれんど
平成17
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

３

、
４
歳
児
と
保
護

者

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

３、４歳児とその親を対象として本格的な集団
生活に入前の準備として、工作などを楽しみ
ながら集団生活のルールを学ぶ。

手遊び、工作、共同制作、外出等毎月違う内
容を実施する。毎月1回第2土曜日10時～12
時。

9 436

525

3
しのはら人生一服
亭

平成12
年度

４
　
共
催

（
１
と

２

）

1
　
高
齢
者

６
５
歳
以
上
の
方

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

ケアプラザまで自力で来ることができる６５歳
以上の高齢者を対象に、レクリエーションやお
しゃべりを通じて気軽に集まれる居場所を提
供する。

毎週水曜日実施。茶話会、季節行事、コン
サート、誕生日会等を実施。

43 1,715

未
就
学
児
と
保
護
者

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

子育て中の親子を対象に、地域の中でのつな
がるきっかけ作りや子育て相談を気軽に行う
場の提供をする。

毎月第2・4火曜日。併設地区センターのプレイ
ルームで出入自由のサロンを実施。他に年4
回新聞遊び等のイベントを実施。

162
子育てサロン
らっこ

平成15
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

289

5 介護者のつどい
平成24
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

地
域
住
民
で
現
在
介

護
さ
れ
て
い
る
方

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

介護者の知識やスキルの向上、また介護者
同士の交流と情報交換の場を提供することを
目的して開催。

年6回奇数月に開催。介護者の知識・技術の
向上のため講座を開催。また毎回介護者同
士の交流や情報交換のため交流会を開催。

5 40

未
就
園
児
と
保
護
者

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

公園遊び等を通じて、地域の中での世代間交
流を図る。

毎月第１月曜日。公園遊びを実施。その他、ヨ
ガ、工作、小規模多機能施設との交流等を実
施。

94 しのはランド
平成21
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

120

7 出前講座

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

地域の老人会やミニデイサービスに出向き、
健康・介護予防や介護保険などの講座行うこ
とで、ケアプラザや包括の周知と、各老人会
やミニデイサービスの継続を支援する。

依頼のあった老人会やミニデイサービスで、
介護予防チェックリストの実施や健康や介護
保険、介護予防の普及啓発の講座を実施す
る。

13 344

障
が
い
児

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

地域で生活をしている障がい児と道で会った
時に挨拶ができる関係づくりをすることを目的
に、地域福祉保健計画「わがまち篠原」交流
分科会と共催で実施。

年8回。第1火曜日16時～17時30分。工作、調
理、体験等を実施する。

66
障がい児放課後余
暇支援事業
「とも・とも篠原」

平成24
年度

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

92

9 GOGO健康！教室
平成29
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

６
５
歳
以
上
の
方

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

加齢に伴う運動機能の低下によるロコモティ
ブシンドロームを予防するためのプログラムを
提供し、介護予防の普及、啓発を行う。

ロコモ予防体操、口腔ケア、栄養に関するプロ
グラムで2コース開催で実施。

4 54

父
親
と
未
就
学
児

2
　
発
展
さ
せ
る
ね

ら
い

日頃接する機会が少ない父親と子どもの関係
を深める場の提供と、父親同士の繋がりを作
りグループ化を目標とする。

年4回。パパれんメンバーと一緒にパパ支援
事業を実施。

48 パパ支援事業
平成24
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

42

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ

ト

2
　
発
展
さ
せ
る
ね

ら
い

認知症サポーター養成講座の開催に向け、認
知症キャラバン・メイトが自主的に活動できる
ようになることを目的とする。

認知症の理解啓発の啓発のために、どのよう
な方々に知ってもらう必要があるのかキャラバ
ンメイトと共に考えながら、認知症サポーター
養成講座を企画実施していく、また、講座の開
催にこだわらず、普及啓発を行える団体として
の認識を持って活動してもらえるように働きか
ける。

510
篠原地区認知症
キャラバンメイト連
絡会

平成26
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

平成３１年度　自主事業計画書・報告書
事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年



(4)自主事業計画書・報告書（様式４）.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

11
認知症サポーター
養成講座

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

地
域
住
民

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

認知症についての理解を深め、地域の認知
症サポーターとして見守りの目を持っていただ
く為、認知症サポーター養成講座を開催。

認知症サポーター養成講座。認知症の理解、
認知症サポーターについて等。

5 303

7

13
消費者被害防止啓
発ミニ講座

平成29
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

地
域
住
民

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

消費者被害の抑止を目的として、篠原地区の
ミニデイサービス参加者に向けた消費者被害
防止ミニ講座を実施する。

よくある消費者被害のクーリングオフについて

2 62

地
域
住
民

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

成年後見・遺言・相談等について、地域の方
に向けて行政書士による無料相談会を開催。

港北区社会福祉士会連絡会と一般社団法人
コスモス成年後見サポートセンター神奈川県
支部横浜東地区との共催で、成年後見・遺
言・相談等について相談ができる行政書士に
よる無料相談会を開催する。 112

行政書士による無
料相談会

２
　
包
括

5
　
地
域

26

15

篠原地区センター・
篠原地域ケアプラ
ザ
合同文化祭

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

地
域
住
民

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

地域住民に対し、当プラザを認知してもらう。
また文化祭に参加して頂き楽しんでもらう。

9月開催。篠原地区センターと定例会を行い、
協力して文化祭を実施する。

1 5,056

地
域
住
民

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

地域住民を対象に、健康づくりに繋がる知識
の普及啓発のため実施する。

協力医を講師に健康づくりをテーマとした講演
会を3回開催する。

314
協力医による健康
づくり講演会

平成29
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

9

17
篠原・六角ネット
ワーク会議

平成29
年度

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

6
　
事
業
者

区
境
の
地
域
住
民

地域住民の生活圏域が隣接する六角橋CPと
の情報共有や、連携の強化。

・各担当エリアに於ける情報の共有。
・共催事業の実施。

1 9

6
5
歳
以
上
の
横
浜

市
民

地域の高齢者等の介護予防・社会参加やボ
ランティア活動を始めるきっかけづくり、または
新たなボランティアの発掘・育成。

よこはまシニアボランティアポイント登録研修
会の開催。また、それに伴うボランティア場所
の紹介、コーディネート等。

116
シニアボランティア
ポイント研修会

５
　
共
催

（
１
と

３

）

1
　
高
齢
者

15

19
いきいき！セカンド
ライフ塾

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

６
５
歳
以
上

の
方

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

65歳以上の方を対象に、第2の人生（セカンド
ライフ）がより充実したものとなるよう、自分の
健康や権利擁護について考える機会の提供
を目的に実施。

全4回
①口腔ケアについて
②健康づくりのための体操
③栄養・食事について
④エンディングノートについて

0 0

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

健康づくりの意識向上や地域の中で顔見知り
を作るきっかけや、世代間交流の場作り、また
それらを通して、地域づくりや地域活動に関
わってもらえる新たな担い手を探す（育てる）。

・篠原CPの手前味噌を使った料理等の紹介。
・味噌に関する健康づくりを題材にした講演。

118

健康づくりワーク
ショップ「こだわりの
手前味噌で作って
みよう！」

平成28
年度

７
　
共
催

（
１
と
２
と

３

）

5
　
地
域

0

21
エンディングノート
書き方講座

平成30
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

地
域
住
民

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域住民を対象に港北区エンディングノート
「わた史ノート」の普及啓発と成年後見制度の
利用促進を図る。

エンディングノート書き方講座の開催

5 150

６
５
歳
以
上

の
方

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

成年後見・遺言・相談等について、司法書士
による無料相談会を開催。

年1回
成年後見・遺言・相談等について、司法書士
による無料相談会を開催。 020

司法書士無料相談
会

平成30
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

0

23
しのはらみんなDE
ウォーク

平成30
年度

７
　
共
催

（
１
と
２
と

３

）

5
　
地
域

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

平成29年度に開催した協議体にて挙がった「保健活動推進
委員主催のウォーキングには篠原町の参加者が少ない。篠
原町の住民が参加しやすいウォーキングに会を開催したい」
という意見をもとに、以下の目的で開催。
①篠原町を中心とした地域住民の多数参加
②地域住民の健康づくり（高齢者の介護予防を含む）
③多世代交流の場の提供

・ウォーキング

1 23

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

健康づくりの意識向上や地域の中で顔見知り
を作るきっかけや、世代間交流の場作り、また
それらを通して、地域づくりや地域活動に関
わってもらえる新たな担い手を探す（育てる）。

・味噌づくり講座
・味噌玉づくり
・交流会 022

健康づくりワーク
ショップ「こだわりの
味噌づくり教室」

平成28
年度

７
　
共
催

（
１
と
２
と

３

）

5
　
地
域
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